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初 維 に？い た 鮴 ・りで

　　　　あるo と bわヶ精 薄教 育 に つ い てぱ そ の 後進性が 指摘さ れ て い る o それ らは就学 率

　　　　の 問題に 集 約的 に表わ れ て い る とい え’る o ま た家庭 の 経済 状況 も劣悪 で あ り憂 うべ

　　　　猷 態に ある 。 ス ラ ム は都 礁 体囎 の 過程 に 難 し繝 題 で あ砿 そ の 黻 員

　　　　で ある社会 的落伍 者 の 更 に底辺 に構 者が 疎外 され て 生 きて い る。 構 教育の 顧

　　　　は 輔 と医療 と社 会 覊 置嚇 醐 讎 鞨 とい わ・h4　一不完全赫 ら法制上の 黼
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　　　　あ る 江東区 につ い て 当 つ て み る 時ギ 都 内の 他地 域と強い 対 照 をな して し議る の を認 め

　　　　
る こ とが で きる 9・”1“ft・tiち栓 辭 境 敵 る出瓶 鰍 報 在継 曙砧 め
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る 生活保護 L 教育扶 助家庭 σ 欠 損家族 ある い は 実際 上 それ に 近 い もの の 高率 。
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　　　　，鮴 朔）高率o 家族性精薄 め頻度の 高さo 発 生 原 因別 にみ た 単純型p 多 い な どが それ

　　　　で ある 。 こ の こ とは 社会 の 底辺で ある
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　　　　く 調査 。 検査〉

　　　　　これ らの こ とを確か め る為に 区教育相 談所、 学区 校の 資料 を基 に地域の 調査お よ ．

　　　　 び心 理 検査 を実施 した o

一【37 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

〈結 論 ＝ 中間報 告〉

　初期学 習と関係 して、 幼児期 の 不適切 な教育環 境 に ょる仮性精薄 の 多い こ とo 甘

会の 吹 きだ 9 ！と して の 気易さや 食物の 低簾さか ら精薄者が 多 く住み つ い た とい う

こ とが 相互 に 因果 関係を形成 して い るo
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